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2003年10月18日（士）・19日（日）八ケ岳旧石器研究グループ

主催のシンポジウム「日本の細石刃文化」が、長野県浅間縄文ミュー

ジアムで実施された。

本書はこのシンポジウムにおいて、論じられなかった諸問題につい

て、何人かの研究者より原稿をお寄せいただいた論集で、同シンポジ

ウムにおいて発刊された『シンポジウム日本の細石刃文化』1．Ⅱの

続刊である。
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2 編集は八ケ岳旧石器研究グループの責任のもと堤隆が行った。



原産地遺跡における細石刃石器群の技術構造

－上白滝8遺跡の分析を通して－

鈴木宏行

1はじめに

白瀞寸は黒曜石の原石山である赤石山を擁し、原産地遺跡として旧石器時代研究当初から注目されてきた。平

成7年以降旭川糊ﾘ自動車道の建設に先立つ緊急調査として北海道埋蔵文化財センター・白瀞寸教育委員会によ

る白滝遺跡群の調査が継続的に行われ、約550万点、約10トンもの膨大な石器類が出土している（鈴木ほか

2004など)。

この一連の調査には大きく二つの意義があると考える。一つは原産地遺跡で行われた石器製作活動の復元力河

能である点で、もう一つは道路建設に伴う長大なトレンチ調査ゆえにほぼ同一の石材環境と見なされる範囲内で

の通時的・共時的な遺跡間変異の検討が可能であるという点である。白滝遺跡群では良質で豊富な原石を採取で

きる立地を背景として行われた原石採取から石器製作・搬出に至る石器製作活動を知ることができる。また、地

域内では複数の石器群が確認され、各石器群の石器製作活動を通時的に比較検討が可能である。同様に、同一石

器群力噸数の遺跡から出土し、より狭い地域内での石材製作活動の遺跡間変異の検討力河能である。本論では上

白滝8遺跡出土の峠下型細石刃核を伴う石器群を対象として石器製作技術構造を明らかにすることによって、細

石刃剥離技術における各段階の意味づけを行い、石材採取・石器製作技術・石器の搬出過程と併せて遺跡間変異

を考える上での規準とする事を目的とし、原産地遺跡から導き出される石器製作技術検討の問題点・遺跡間変異

の問題点を提示する。

2上白滝8遺跡の位置と周辺の環境（図1）

遺跡の存在する白瀞寸は､北海道の屋根といわれる標高2,000m級の山々 力漣なる大雪山系の1陳山麓にあり、

市街地の北北西6.5kmには黒曜石の原石山である赤石山がある｡その一帯にはいくつもの露頭があり、黒曜石原

石の詳細な分布状況は不明であるが、その規模は国内最大級で、全体の埋蔵量も数十億トンと言われている。村

の中央には湧別川と支湧別川に挟まれた台地状の三角地帯があり、周囲は山地に囲まれている。村内を東西に流

れ､オホーツク海に注ぐ湧別川の流域は､数段の河岸段丘が発達し､90か所近くの旧石器時代の遺跡があり、「白

滝遺跡群」と総称されている。遺跡の集中域は大きく八号洲IIと湧別川の合流点付近、十勝石沢川と湧別川の合

流点付近、卿ﾛ湧別川と湧別川の合流点付近、の三か所に分けることができる。いずれも赤石山を源流とする沢

と湧別川の合流点付近から下流に広がる形で集中し、原石採取や露頭へのルートとして沢が利用されていたと想

定される。特に、八号沢川と湧別川の合流点付近には白滝第13地点遺跡をはじめ、服部台・服部台2・白滝第

32.33地点遺跡など､学史的に有名かつ大規模な遺跡力嘆中している。一方､段丘以外では赤石山の山頂付近で

赤石山・側ﾛ沢遠間地点・幌加林道遺跡の3遺跡が確認されるのみであるが、深い森林のため未発見の遺跡があ

ることが予想される。他の黒曜石1窒地との位置関係は、赤石山を起点とすると南東方向40kmに置戸町所山・置

戸山、南方向50kmに上士幌町十勝三股が位置している。

上白滝8遺跡は、八号洲IIと湧別川の合流点から約1.1km下流の右岸段丘上、白滝第13地点遺跡の南側、奥

白滝1遺跡の沢を挟んだ東側、上白滝2遺跡の沢を挟んだ西側に隣接し、大規模遺跡の集中する地域の中央部に

位置する。標高は高位部で約435～450m、低位部で約415m、湧別川との比高は高位部で35～50m，低位部で

15mである。
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図1調査遣跡と赤石山の位置

巴Z｡
55了｡Tﾛa｡eF |E

[工

トロZ口

蓋繍蕊蕊蕊懸舞蕊
詞

111

紫鼎2全flp- |些眠 01111

汁H1 ｜〔1-ﾕZ｡。〕40m

：l
IIlIi~『11，，，群ﾛー 閑＃F##h＃|崩斗＃#体#二脚二mmm口相mm

－－'一斜面艶言トー－－－“劃
高位部

3940414243444546474849s迄． 51525354555657585960616263646566676B69
11宰

込

卜

号ざ.二

ｑ
・
ｒ
肌
ｒ
ｆ
Ｋ
６
Ｆ
５
丁

）
一一．

プジー

き÷

／埜圭
′

U

上白滝8遺跡遺物分布･石器ブロック設定図図2
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図3細石刃関連資料分布
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図4上白滝8遺跡の石器(1；

－3－

妬 rw
-Sb-1

ISb- 〕

-Sb-16
D

Sb－

』 (： 、
雫
●

､零

、
イ

、

～ ｰ

Y
一 ●●1

1
●

を
:。:f
●

･･8 〆
／

､■●ワ

一
一

γ
一 一~…

一
ー

一一一

二

Sb－

Sb－
9
5

、 一
一 ～

I

＝

Sb－ 0

、ﾐー～ よ
、

－s 〕-21

､
、
弓
、

ー

~ア

ー

-《

、

アー

一S

Sb－

1-24

b-23

2

一
、 k r

菅

－

1、●

Sb‐ 5

Sb. 、 〃、
も b－3

巳 一s〕-2

■

号旦禦2畳－4．．

b・#bi別／
-Sb-1

ISb- ノ
-Sb-16
Rh－M

（L
、

、

、
ー

Y
一

砲｡

、

r

／
一
一

一
一

＞
一 へ

～
一
－－

Sb－
Sb－
9
5

峠 一
一

一 一
ｒ

一

Sb－l0

、､～～
■■

、L

－S〕－2

､
、
己
L

ー

ア

ー

人

、

ｧ人
一s

Sb‐

1－24

b－23

2

、 L r
ー

函

、
●

Sb－ 5

Sb． 、§b-3
、_ー一s )-26

■■■■■ﾛ

3－－－坐空－4｡･
ロ■■ロ00

*b.ZYr
-Sb-li

ISb 1 I
-sb-;i6
Rh－11

（、
』

I

、

、 丁
￥
－一

●’

戸
／

■■■■■■■■■■■■■■

γ
一 一、

一 －－

一

Sb．
Sb－
１
１
１

｡

I

&‐ 一
一

一 ～
〆

Sb． （

、､－～ 上 一S〕-21

、
、

：

て
、

ー

~ア

ー

-ヘ

、

了人
一s

Sb．

1－24

b－21

一

、
ー r

ー

ー

、
、
、 1、 Sb．

Sb－ 八一s
l
-36"追 一S )-26

■ U ワ ワ

《 0：00⑥》2⑥師
ー －
● 凸 Q ■ ●



▽愈薮守…

篭一

＃鍾蕊帥
、ワ …
4

合､ 尋

e
■
Ｉ

雷
＜二コ

▽
…

⑬聯 聯

ー

§
諺含量皇

10m

10

鯉
‐

▽” 号畷室 題簿

虹ア… ＝

篭琴'可懲鋤闇懲総▽鍾霊蓋
13 14

＝’2
図5上白滝8遺跡の石器(2）
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3対象とする資料体

上白滝8遺跡は、全部で約135万点、3,460kgの遺物が出土している。遺物は全て石器類で、ほとんどが旧石

器時代のものであるが、ごく一部、石鎌などの旧石器時代以外の石器力混じる。北海道埋蔵文化財センターカ調

査した17遺跡の中で最多の出土量で、分布密度では低位部を除くと服部台2．奥白滝1遺跡と並んで1㎡あた

り100点前後である。遺物分布は他の遺跡に比べ最も広範囲に連続し、巨視的に見ると直径50m規模の集中域

と見なすことができる（図2)。しかし、これらは複数の石器群が重複･連続する状況で複雑な様相を示し、白滝

遺跡群の中でも最大級の規模を誇る本遺跡の'性格を特徴づけている。個々の集中部の分布はソリフラクションの

影響で傾斜方向に広がり、厳密には原位置を保っていないが、集中域から放射状に伸びる形状や狭い範囲で接合

する状況から著しく移動や撹乱を受けていないものと思われる。遺跡からは非常に大量の石器類が出土している

ため、高位部中央やや東よりの空白地帯を境に東西に分割し、東地区を平成15年度（鈴木ほか2004）に西地

区をそれ以降の二回に分けて報告することとした。

白滝遺跡群では土層が発達せず、層位的に石器群を区別することは困難である。東地区では大きく、石器製作

技術力浦庭a降下軽石下位相当の石器群と考えられる「白滝I群」とそれ以外の石器群に分けて整理を行い、前

者については遺物分布･密度分布･接合関係から遺物集中域である石器ブロックをSb-1～13に､後者について

はほぼ密度分布のみから便宜的にSb-14～61に分けた。さらに、Sb-1～13についてはSb-1～3，4～6，

7．8，9，10，11～13の石器ブロック群に分け、Sb-14～61についてはA区(Sb-14～19)、B区侶b-

20～29)、C区(Sb-30～35)、D区(Sb-36～55)、E区(Sb-56～60)、F区(Sb-61)の区域に分けた。

「区蜘で括られた遺物の集合体は、同一の石器製作技術を持ち、同一時期の所産と考えられるまとまりである

「石器ブロック淵とは異なり、純粋な石器群を反映したしたものではないが､複数石器群の重複の中にぼやけ

た実体として把握される。

細石刃石器群は、このうちSb-17(A区)・27侶区)・34(C区）にまとまって分布し、特にSb-17に集

中した分布がみられる（図3)。各ブロック出土の細石刃核は一部幌加型（図4－11）が含まれるもののほとん

どが石刃や剥片を素材とした峠下型細石刃核である（図4－13など)。また、高位部と低位部の間の斜面部には

これらよりややサイズの大きい峠下型・卿ﾛ型や蘭越型類似、美利河型類似のものがあるが、斜面部であり、そ

れらの関係は不明である。本論では、最も多くの細石刃関連資料細石刃・細石刃核・細石刃核削片）が出土し

ているSb-17を中心としたA地区出土の資料を分析対象とする。このうち、耐ﾛ型細石刃核（図4-11)につ

いてはK62区出土で分布の中心から外れていること､A地区にその素材を剥離した剥片剥離技術が無く、隣接す

るB地区の剥片剥離技術に関連する可能性があることから対象から除外する。細石刃関連資料はSb-17でも特

に164.65,J63．64区周辺の非常に狭い範囲に分布し、その範囲からは小型舟底形石器を含む舟底形石器や彫

器も出土している。これらには主に茶色に黒が混じる黒曜石が利用される一方、細石刃関連資料は黒や黒に紫が

混じる黒曜石が利用されており、同一母岩に両者が含まれる資料はない。また、峠下型細石刃核は美利河1遺跡

の出土状況などから細石刃石器群の中では古い位置付けがなされる（寺崎1999）が、小型舟底形石器は旧石器

時代終末期に位置付けられており（山原1998)、それらの同時'性は想定しにくい。現段階では接合作業の資料

操作を通して両者の関係は見出せないため、異なる石器群で本遺跡の性格を反映した重複と捉え、特に本論では

扱わない。また、Sb-17付近の遺物分布は調査区外である北側に広がる可能性も考えられるが、Hライン際で

は密度が低くなっており、完結した石器群として認定して論を進めることとする。

4方法と目的

細石刃・細石刃核を対象とした分析を行い、接合資料と併せて技術う構造（稲田1969）を復元する。技術構造

復元の方法は目的剥片である細石刃形状を重視し、まず、遺跡に残された細石刃の分析を行い、それらと細石刃

核との関係、さらにそれらに対応した素材から細石刃核母型、細石刃核未製品(')に至る細石刃剥副皆技術を分析

する。その後、その素材に対応した剥片剥離技術を、最終的にはそれらに対応した原石形状を復元『する（図6)。

－5－
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図6細石刃剥離技術における石器製作と思考の流れ

また、技術構造を明らかにした上で遺跡における搬入・搬出形態、遺跡で行われた石器製作活動を復元する。通

常の石器製作技術復元と逆の手順をたどるのは当時の人々の石器製作時の思考が目的とする石器を念頭に置いて

組み立てられていたと考えられ、その思考を復元することが重要であると考えるからである。また、そのような

視点に立った時、当時の人々が一般的に用いた技術と特殊な技術との判断力河能となり、技法の設定において有

効な視点になりうると考える。特に白滝遺跡群では石材消費の脈絡における遺跡の椴賄旨を豊富な石材を背景とし

た石器製作に限定できる利点があり、それらの復元に適した遺跡といえる。本論では細石刃・細石刃核・細石刃

核未製品・細石刃核母型・素材・原石などの選択性を明らかにするために主に定量的な分析を中心に行う。個々

の石器・接合資料の説明の詳細については報告書（鈴木ほか2004）を参照されたい。

5分析

（1）細石刃（図4－1～9）

292点（点取り25点、一括遺物292点）のうち掲載遺物69点を対象とする(2)。

完形品の長さの平均値は23.7inmである（表1)。度数分布（図7)は24mmと32inmにピークがあるが、

32inm周辺の細石刃は､末端部に母型作成時の側面加工力溌り､細石刃核の下縁を取り込んでいるものが含まれ、

量的にこのサイズの細石刃力剥離されているとは考えにくい。24mmにピークのある山は20～28inmにまとま

り、特に20～24mmに偏った分布を示す。完形品の幅の平均値は5.3mmで（表1)、4～6mmの範囲の広い

ピークのある分布である（図8)。折損品は5mmにピークがあるが、主に4～6mmに分布し、平均値も完形

品とほとんど違いがみられないことから､完形品と折損品には本来の大きさの違いはないと考えられる｡よって、

細石刃は24imn前後の細石刃剥離作業面を持つ細石刃核から剥離されたと考えられる｡細石刃の幅は細石刃核作

業面形状に規定されるため剥離された細石刃核作業面形状も画一的であったと考えられる。

図4－1は細石刃剥離の最初に剥離されたもので稜部は左右からの剥離で形成され、側面観は直線ではなく弧

状である。背面右側には細石刃核右側面の素材面が残存している。これらの特徴は細石刃核未製品の作業面形状

を表している。背面右側には細石刃核に残る素材腹面がみられるもの（図4－1～3）が多く、素材面を取り込

む細石刃はねじれが強い｡遺跡には素材面を残さない直線的な細石刃より素材面を残すねじれの強いものが多く、

前者は搬出され、後者は遺棄されたものと思われる。打面形状は全て単剥離打面である。二次加工は1点を除い

て行われず、完形品と折損品との違いはみられない。また、両者に幅の違いがみられないことから折損品が形態

上選択されて「折り取り」が行われたとは考えにくい。

（2）細石刃核

46点（点取り28点、一括遺物18点）のうち掲載遺物40点を対象とする。

細石刃核は、面的な倶個調整の行われないものam(図4-13．15．17)、行われるもの（Ⅱ燭（図4－

19．21．23）がある。両者の細石刃剥離角の平均値（表2）はそれぞれ61.3,60.4度、細石刃剥離作業面長の

平均値は23.5,23.8mmで違いがみられず､分布も21～27inmが主体でほとんど変わらない（図9。同様に細

石刃核高も違いがみられないが（図10)、細石刃核幅は平均値が9.8,IS.SmmでⅡ類の幅が4mm程度広い。

また､細石刃剥離作業面に残る最終細石刃剥爵断蔓の幅は､平均でI類が4.0inm､Ⅱ類が5.3mmである｡分布は、

－6－
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I類が3～5mm、Ⅱ類が6mmを主体とする（図22)。このことからIⅡ類の細石刃核から剥離される細石刃

の長さはほぼ同じであるが、幅にはやや違いがみられる。しかし、両者は連続的である。これらの数値を細石刃

の大きさと比較すると長さは21～27mmで一致し、幅も4～6mmで一致する。細石刃で看取された細石刃幅の

度数分布の広いピークは二種類の細石刃核から剥離された連続した分布を示していると言え、細石刃はIⅡ類の

両者から剥離されたものと考えられる。ただし、これらの二種類の細石刃が目的的に剥離されたかどうかは不明

で、連続した分布と狽個調整によって幅を減少させるⅡ類の技術的特徴から、Ⅱ類はI類と同様の幅に減少させ

ることが困難であるためやや幅広であったと考えたい。

細石刃核と細石刃核未製品の高さ・幅（表3．図11）に関しては細石刃核に比べ、細石刃核未製品はばらつき

が大きく、それらは母型から細石刃剥離に至るまでの形態のばらつきを含んでいる。逆に言えば細石刃核形態

の規格』性の高さを示していると言える。

細石刃力剥離される直前の細石刃核未製品は甲板面と下縁がほぼ平行する形状である。細石刃核の細石刃剥離

角が一定であることから、細石刃剥離の進行過程で細石刃剥離角・作業面長を維持しながら一定の長さの細石刃

が漣醗売して剥離されたと考えられる。細石刃核の作業面長・細石刃の長さ力酒一的であることはこのことを裏付

けている。

（3）素材形状・細石刃核母型・細石刃核未製品製作技術

細石刃核の素材には石刃（図4－18など）と剥片（図5－6など）がある。接合資料から計測できる素材形状

の長さは7～21cmでばらつきが大きく、素材別では石刃に15cm以上の長いものが含まれる（図12．15)。幅

は主に3～8cmで長さ同様ばらつきが大きく、素棚ﾘでは石刃が3～7cm、剥片が4～12cmでよりばらつき

が大きい（図13．15．16)。厚さは0.8～5cmで主に0.8～1.6cmと1.6～2.4cmに分けられる（図14．16。素

棚ﾘでは石刃が前者に、剥片が後者に対応し（表5(3))、他の属‘性に比べ、ばらつきが少ない。素材の大きさに

関しては長さ・幅にばらつきが大きいものの厚さにばらつきが少なく厚さが素材選択の条件であったと考えられ

る。また、素棚IJでは石刃に比べ、剥片のほうが形態的なばらつきが大きい。

細石刃核母型は､主に縁辺部を中心とした加工により製作される（図4-12．14．16．18，図5－1～3．5．

6）が、両面調整に近い母型（図4－22，図5-12～14)、断面三角形の母型（図5-11が準備されることもあ

る。また、石核素材の両晴雛のあるもの（図5－10）もある。

接合資料から復元される母型の長さ（図12.17）は7～16cm､高さ（図13.18は2～7cmで素材に比べ、

小型化し、ばらつき力滅少している。また、素材別でも違いが小さくなっている。幅（素材の厚さに対応）は素

材厚さと同様で0.8～1.6cmと1.6～2.4cmに分けられる。素棚ﾘでは石刃は変化がみられないが､剥片では減少

するものと減少しないものがある。前者は図4－20．図5一9のように母型作成段階で面的な加工がなされるも

ので、後者は図5一6のように加工力､縁辺のみに限定されるものである。以上のことから素材から母型に加工す

ることで長さ・幅（母型高さ）が減少し、同時にばらつきは減少する。厚さ（母型幅）は剥片素材で面的な加工

がなされるもの以外はあまり変化がみられない。これは、母型作成段階で縁辺のみ加工が行われるのが多いため

である｡母型作劇寺には図23一8のように石刃の湾曲した先端部の両倶腸にノッチ状の加工を加え､折り取る場

合がある。また、図4－22．図5－9のように母型に両面調整体を準備するものがあり、図4－10はそのような

母型の可能性がある。

削片剥離は、ほとんどが母型の一方の端部から行われ、その打点位置には素材打~面・先端部の偏りはみられな

い。また、ほとんどの細石刃剥離は削片剥離打面側で行われ、細石刃剥離作業面を正面に据えると素材背面が左

倶晒に、素材腹面が右倶個に設定される。削片剥離の頻度は、3～5本が主体的であるが、剥離されている削片

の打面厚はほとんど変わらず、一定の厚さの削片を剥離する傾向があり、また、目的とする細石刃剥離直前の細

石刃核未製品の高さが一定であることからその数は細石刃核母型の大きさに規定されている。

削片剥離後、甲板面・下繍'ら側面に加工が行われるものがあり、面的な調整が行われるもの（図4－20，図

5－4～10、図23-3)と側面から甲板面への加工を含めた縁辺に細かい加工の行われるもの（図4-12，図5
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－1～3，図23－2，図24－2）とに分けられる。前者は細石刃核の形態を変化させる調整､後者は次の削片剥

離に先立つ調整と考えられる。

これらと先ほど分離された素材厚さとの関係は、厚さ0.8～1.6cmの素材には削片剥離に伴う側面調整が行わ

れないか、縁辺に細かい加工が行われるのみで、厚さ1.6～2.4cmの素材には幅を減少させる面的な側面調整が

行われる（表4．6)。

母型と細石刃核未製品との関係は面的な倶価調整の行われないI類の未製品(図5－1～3）の幅は主に0．9

~1.5cmで石刃素材の母型に対応する。面的な側面調整が行われるⅡ類の未製品（図5－4～8．12～14の

幅は主に1.1～2.0cmで石刃素材と剥片素材の両者の中間的な様相を示す。これらは剥片素材で母型から削片剥

離に伴う倶晒調整によって母型より幅力械少しているためである。また、これら未製品は細石刃剥離までの折損

品あるいは失敗品と考えられるのでⅡ類の細石刃核との中間的榊目を示している。

以上の結果を整理すると素材・素材厚さ・削片剥離に伴う側面調整・細石刃核に次のような相関力潔められ、

それそ:れ細石刃剥離技術AB類とする。

A類：石刃素材一素材厚さ0.8～1.6cm一削片剥離に伴う倶個調整無し－I類細石刃核一長さ20～28inm・幅3

^5mmの細石刃

B類：剥片素材一素材厚さ1.6～2.4cm一削片剥離に伴う倶価調整有り－Ⅱ類細石刃核一長さ20～28inm・幅4

^6mmの細石刃

つまり、相対的に薄い素材である石刃には削片剥離に伴う側面調整を行わず、相対的に厚い素材である剥片に

は削片剥離に伴う側面調整によって素材厚さ細石刃核未製品幅）を減少させIⅡ類の形態差を減少させている

のである。

（4）剥片剥離技術と母岩毎の細石刃核素材の鍬性

ここでは、細石刃核関連資料が母岩の中でどのような位置付けにあるかを検討し、さらに、素材形状と剥片剥

離技術との対応関係・剥片剥離技術と原石形状の対応関係を検討する。

接合資料から素材を生産したと考えられる剥片剥離技術は大きく二つに分けられる。

⑪0～30cmの角喋ないし転喋を素材として平坦面で、石核調整を行わずに一度の大型剥片剥離により作出され

た打面から頭部調整を伴う石刃剥離が行われる（図23－1，図24－1．4)。平坦な作業面形状を反映して剥離

される石刃は幅広である。また、作業面形状が平坦であるためヒンジになりやすく、割こした作業面を修正する

ため180度の打面転移が行われるものが多い。

⑳0～30cmの主に扇平な角喋ないし転喋を素材として裏面調整･打面調整･頭部調整を伴う石刃剥離が行われ、

打面転移の結果､石核形状は円盤状になる(図25－5)｡①の工程を経て②に移行するものがある(図26－1)。

図19．20は本石器群に関連する剥片剥離技術の復元できる掲司謝妾合資料を対象として、それに含まれる主な

石刃類・細石刃関連接合資料の素材の大きさを示したグラフである。母岩155．接合1183（図23）は剥片剥離

技術①により長さ15～21cm、幅4～7cm、厚さ0.9～3.5cmの石刃力剥離され、加工のない石刃と細石刃核素

材は長さ・幅に違いがみられないものの細石刃核素材には厚さ0.9～1.8cmの石刃が選択されている｡母岩153-

接合1180（図24.25）は剥片剥離技術①により長さ10～14cm、幅3～5cm、厚さ1.1～2.0cmの石刃力剥離

され、10cm程度のやや小型の石刃を細石刃核素材としている。本接合資料は剥離されている石刃力剥離の進行

に伴い小型上し、中間的な大きさの石刃は欠落している。欠落した部分力柵出され、細石刃核素材として利用さ

れたと考えると、長さによる選択性は認められない。厚さに関しては1.1～1.3cmの石刃が利用されている。母

岩158．接合1187（図25）は剥片剥離技術②により長さ9～12cm，幅3～5cm、厚さ0.9～2.0cmの石刃力剥

離され、細石刃核素材には長さ・幅による選択'性は認められないものの厚さは0.9cmの石刃が利用されている。

以上のことから、細石刃核素材は母岩内では長さ・幅による選択性は認められないものの、厚さに関しては0．9

～1.8cm程度の薄手の石刃が選択されている。また、これらは全て石刃技法によるもので上述の細石刃核素材に

厚さ0.8～1.6cmの石刃が利用されている分柵吉果に一致する。
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図4－20．図5－9が含まれる母岩127（『白滝遺跡群Ⅳ』の2分冊図Ⅳ－281，3分冊図版179）は石刃技法

ではなく、厚手の剥片力剥離されている。細石刃核素材には厚さ1.7,2.4cmの剥片が利用され、石刃技法によ

って剥離された石刃から選択された細石刃核素材に比べ厚い剥片が利用されている。素材・未製品の分析におい

ても剥片素材は石刃素材に比べ厚手のものが利用されており、石刃技法から剥離されたものと異なる選択性があ

ったこと力潔められる。一方、剥片素材の中には石刃技法の打面作出剥片と考えられるものがあること、石刃技

法以外の母岩が少ないことから、剥片素材の細石刃核素材については母岩127のような剥片を主体とする剥片剥

離技術から剥離されたと考えるより、石刃技法で剥離された石核調整剥片や厚手の剥片が主体であると考えられ

る。

次に母岩単位で剥離される石刃等を比較する。先ほど検討したように石刃の長さは母岩単位で5cm程度の変

異幅を持って剥離される。また、全体では9～22cmの石刃力剥離されているが、おおよそ15cm以上の石刃が

剥離される母岩（母岩155.101）と15cm以下の石刃力剥離される母岩（母岩153．158．156など）に分けら

れる。作業面の大きさは打面再生が行われないためほとんど変化はみられず、剥離される石刃等は石核の作業面

の大きさ･形状さらに言えば原石の大きさに規定される。15cm以上の石刃力剥離された母岩は原石形状が20cm

以上で、15cm以下の石刃力剥離された母岩は概ね20cm以下である。剥片剥離技術似とに両者力荊用され、

利用される原石の大きさに偏りはみられない(4)。また､両者から剥離された石刃は細石刃核素材として利用され

ており、細石刃核素材の選択性と原石サイズ・剥片剥離技術に違いはみられない。石刃の幅は小型のものを除く

と4～7cmにまとまり、母岩毎の変異が小さい。幅は作業面の樹新面形・稜の分布・打面縁辺からの打点位置

等に規定される。本石刃技法は平坦な作業面を特徴としており、それら諸条件の母岩毎の個体差が少なかったと

考えられる。逆に考えれば細石刃核に適した素材と考えられる厚さ0.8～1.6cm程度の石刃でなおかつ削片を

剥離できる程度の幅(5cm前後）を持つもの力剥離されるのが石刃技法の条件で、それが、本遺跡で行われて

いる石刃技法と言える。つまり、細石刃を規準にすると長さ2.4cm前後、幅0.4～0.6cmの細石刃を得るために

は、高さ1.9～2.4cm，幅0.8cm前後の細石刃核が必要となり、その素材として適した幅5cm前後、厚さ0.8~

1.6cm程度の石刃を剥離するのに適した石刃技法が採用されているということができる。また、一方では石刃技

法やその他の技術から剥離された剥片も利用され、大きさの変異の度合いが大きい剥片には削片剥離の際に面的

な倶晒調整を行うことで幅を減少させ、高さ2.2～2.4cm，幅1.4cm前後の細石刃核を準備し、石刃素材同様の

細石刃を剥離している。石刃素材・剥片素材の割合は細石刃核関連接合資料・細石刃核・細石刃核未製品ともに

6：4程度で、AB類ともにほぼ同等な比重で利用されており、両者とも石刃技法に組み込まれた一般的な技術

であることが分かる。

剥片剥離技術から細石刃剥離技術を総合すると本石器群の石器製作技術は目的とする細石刃を剥離するために

石刃技法から剥離された石刃・剥片という二種類の素材に適応したAB類という細石刃剥離技術を採用したもの

で石器群での両者の位置付けはほぼ等質であったと評価することができる。

（5）剥片剥離技術と原石形状

現時点では原石の形状から採取地点を推定するのは困難である。原喋面が平滑で角が全く潰れていないもので

あれば露頭付近で採取したものと考えられるが、その露頭位置を推定することも困難である。本石器群には原石

の角力慣れた痕跡のある転喋が利用されることが多いが、表面に川犬の痕跡のある角のとれた転喋も利用されて

いる。また、平滑な原喋面を持つ原石もあることから露頭付近から遺跡付近の河原まで比較的広い範囲で採集さ

れた可能性がある。原石は細石刃核素材に適した石刃の剥離力河能なものとして15cm以上のものが選択され、

また、平坦な原喋面のあるものが選択されたと考えられる。剥片剥離技術と原石形状に偏りは無く、剥片剥離技

術卿冬に角喋・転喋が、また、20cm以上・以下の原石が利用されている。

（6）石材の搬入形態・遺跡で行われた石器製作作業・搬出形態

遺跡には原石で搬入され､残核まで剥片剥離作業が行われるものと途中で石刃核として搬出されるものがある。

15cm以下の石刃力剥離される20cm以下の母岩（母岩153.158)は残核まで剥片剥離が行われることが多く、

－11－






























































































































































